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新技術
情報名

モノクローナル掘俸によむ刀ンキツＩ、ソ
ゴー拝肯イルズのオ曾鼎

果樹 病害虫

分類 ③

１．成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

ポリクローナル抗体（ＰＡＢ）でのウイルス診断では近縁ウイルスの判別が

できないこと、及び抗体の生成量に永続性がない等の欠点が多い。そこ

で、カンキツトリステザウイルス（ＣＴＶ)のモノクローナル（ＨＡＢ）の作出を

試み、その特徴を明らかにした。

（１）ＣＴＶを抗原とし、抗ＭＡＢ抗体産生マウスハイプリトーマを６株

作出した。

（２）作出したＭＡＢはＣＴＶに存在する２種類の抗原決定基を識別する。

（３）固相化抗体として２Ｇ１１株と酵素標識抗体として６Ｈ５株のＭＡ

Ｂを使用することでウイルスの検出感度が高く、従来のＰＡＢに比較

して２０～１００倍の感度が得られる。

注）ポリクローナル抗体（PAB）：抗原物質のおおまかな判別は可能であるが

近縁物質の識別はできない。抗体の生成量

も採取する血液量に限られる．

モノクローナル抗体（NAB）：抗原物質の細かな識別が可能で、得られた

抗体は長期保存、増殖も無限にできる。

２）技術・情報の適用効果

均質な抗体の半永久的.的生産供給が可能。

ＣＴＶの検出感度が高く、検定糖度が向上する。

３）適用範囲

かんきっ生産地域、ウイルスフリ三樹育成機関

４〉成果の利活用・普及指導上の留意点

固相化ＭＡＢと標識ＭＡＢの組み合わせは、同一ＭＡＢの組み合わせ

では６Ｈ５を除き検出感度は低く、６Ｈ５を用いても試料液と標識抗体

を同時に処理する簡易法では利用できない。
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２．具体的データ
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図１ＣＴＶＭＡＢの組み合わせによる検出感度（平成3年）
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